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社 名 株式会社ソフトクリエイトホールディングス

東証プライム市場３３７１

所在地 東京都渋谷区渋谷2-15-1 渋谷クロスタワー

代表者 代表取締役社長 林 宗治

資本金 8億5,400万円 (2026年3月31日現在)

従業員 1,349名（2026年4月1日現在）

事業内容 ＥＣソリューション事業

ＩＴソリューション事業

事業拠点 東京本社

関西支社

会社概要

東京本社
関西支社

ECソリューション事業 ITソリューション事業
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持続的な成長と高収益体質

4



copyright © SOFTCREATE HOLDINGS CORP. All Rights Reserved.

市場からの評価

5

・ecbeing 国内ECサイト構築市場シェア17年連続No.1
※富士キメラ総研「ソフトウェアビジネス新市場 2025 年版」 EC サイト構築（カスタマイズ型/SaaS）市場占有率2024年度実績
富士キメラ総研の過去の調査結果を基に自社推定

・X-point Cloud 14年連続SaaS・ASP型ワークフロー市場シェアNo.1
※デロイト トーマツ ミック経済研究所「コラボレーション・モバイル管理ソフトの市場展望2024年度版」 

注釈：2011年度～2024年度 出荷金額（実績）

・visumo インスタグラム連携 UGC活用ツールシェアNo.1
※日本マーケティングリサーチ機構調べ/2021年11月期_指定領域における競合調査

・ソフトクリエイト「AIsmiley AI PRODUCTS AWARD 2025 WINTER」受賞
企業・団体向け生成AIサービス「Safe AI Gateway」が受賞

・ソフトクリエイト 「Microsoft Partner of the Year Awards」7年連続受賞

・エクスジェン・ネットワークス 統合ID管理パッケージ製品
「LDAP Manager」 17年連続国内出荷本数No.1
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事業の概要

6

ＥＣソリューション事業

分類 製品・サービス

ＥＣサイト構築
パッケージ（ecbeing）、
カスタマイズ、保守、
ホスティングサービス

デジタル
マーケティング

ブランディングサイト制作、
プロモーション支援、
マーケティング分析サービス

ＥＣ
クラウドサービス

メルカート、visumo、ReviCo、
Sechstant、サイトミライズ
OMOアプリ+、RESOMO、MGRe

ECサイト構築からOMO・アプリ活用、AIソリューション、
マーケティングサービスまでワンストップで提供しています。
「ecbeing」を中心に、継続収益の積み上げとクロスセル
拡大により高い収益性と成長性を両立しています。

ＩＴソリューション事業

分類 製品・サービス

ＩＴクラウドサービス
SCCloud、Safe AI Gateway
L2BlockerCloud、X-pointCloud

パッケージ
L2Blocker、AgileWorks
LDAP Manager

セキュリティ・
インフラ構築サービス

セキュリティ、DX、
インフラ構築、保守、
ホスティングサービス

ＩＴ機器
パソコン・サーバー、
附属周辺機器、市販ソフト

クラウド・パッケージ、セキュリティ、AIを成長ドライバーと
する情報システム部門向けDX事業。
拡大するセキュリティ・AI市場への戦略投資により、中長期的
な利益成長を目指しています。
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ＥＣソリューション事業 の紹介
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Point 豊富な標準機能

フ
ロ
ン
ト
機
能

管
理
機
能

最短2クリック購入 リッチサジェスト 多彩な商品の売り方 多角的な商品訴求 定期・ギフト

会員登録時のEFO ソーシャルログイン マイページに情報集約 豊富な決済手段 レビュー・アンケート

注文状況を一目で確認 代理注文 会員管理・セグメント キャンペーン施策 メール配信

ECに特化した
豊富な分析機能

見たまま操作できる
使いやすいCMS LP作成・ブログ機能 複数ブランド管理 管理者の権限設定

copyright © SOFTCREATE HOLDINGS CORP. All Rights Reserved.
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マイクロサービス
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導入企業

9※記載されている企業名、製品名、ロゴ等は、各社の登録商標または商標です

業界業種を問わず、多くのお客様にご導入いただいています。導入実績 1,600 超
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1億円
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30億円

10億円

パッケージ

SaaS

カート

モール出店
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フルスクラッチ

オープンソース

競合状況

3000万円

1000万円

年商規模
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ITソリューション事業

マイクロソフトビジネス

認証ID、ワークフロー、セキュリティビジネス

AIビジネス

ITソリューション
事業の3本柱

Microsoft 365 / Microsoft Azure の導入から運用・
活用を支援するサービスや、Windows Server や仮
想化環境を構築する各種サービスまで幅広く提供。

企業のITインフラを完全サポートするサービスを各種提供。
導入前のコンサルティングから導入後のサポートまで実施。

企業が生成 AI を「安全・簡単」に利用できるように開発されたサービスを提供。
お客様専用の環境を利用できることで、生成 AI で懸念される情報漏えいなどの
セキュリティリスクを解決する。

11
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業績の概要

2027年3月期計画（2026年4月-2027年3月）

copyright © SOFTCREATE HOLDINGS CORP. All Rights Reserved.
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2027年3月期 決算ハイライト

13

71

ECソリューション
事業

27/3期計画

ITソリューション
事業

売上高 370億円 実質経常利益 億円（前期比 +7.6%） （前期比+8.6%）

5期連続増収増益を達成、継続収益の拡大が利益成長を牽引

• 2027年3月期公表数値：経常利益65.5億円（※メグリ㈱M&Aに対するのれん償却。セキュリティ投資を折込済の計画となります。）

⇒積極投資のれん償却・セキュリティ投資を除外した場合：実質経常利益71.1億円（前期比+8.6％）

◼ 連結売上高・経常利益の推移
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売上高 経常利益

（億円）

6期連続増収

17期連続増益

メグリ株式会社 M&A ECソリューション事業の更なる強化へ
・グループのEC領域を拡充し、アプリを活用した顧客接点の強化やクロスセル機会の創出を
通じて、中長期的な成長を目指す。

・AI活用により開発力と提案力を強化。

また、AI駆動開発により開発生産性と利益率の向上を目指す。

・セキュリティ専門家が、単なる課題整理にとどまらず、現場の実務に即した
対策の実装から運用の定着までを一気通貫で伴走支援します。

・Safe AI Gateway、メニナルAIなど独自サービスの拡販を推進、

AI需要の拡大を取り込み、継続収益を拡大させる。

AIを追い風に、事業成長を加速

・企業間取引のデジタル化需要を背景に、BtoB-EC案件を拡大へ。

培った豊富な構築実績と業種別ノウハウを活かし、大型案件の獲得を推進。

BtoB-EC市場の取り込みを加速

SCS評価制度の評価取得支援サービスを提供開始

AI戦略の推進により利益成長を加速
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ECソリューション事業のセグメント業績

14

売上高199.2億円（前期比+10.1%）、売上総利益85.6億円（前期比+10.0%）

25/3期 26/3期 27/3期計画 前期比

売上高 166.2億円 180.9億円 199.2億円 +10.1%

売上総利益 72.1億円 77.8億円 85.6億円 +10.0%

利益率 43.4% 43.0% 43.0% —

110.2 120.4 132.8

34.6
36.1

39.821.3
24.3

26.6

25/3期 26/3期 27/3期計画

ECクラウド

サービス

デジタル

マーケティング

ECサイト構築

◼ サブセグメント別売上高

（億円）

単位：百万円 2025年3月期 2026年3月期 前年比
2027年3月期

計画
前年比

Ｅ Ｃ 構 築
（ 新 規 ）

新規本数 42本 41本 ▲2.4% 45本 +9.8%

平均単価 20 27 +35.0% 30 +11.1%

Ｅ Ｃ 構 築
（ 既 存 ）

１案件当たり
の平均単価

6,071千円 6,056千円 ▲0.2% 6,000千円 ▲0.9%

ストック金額 5,684 6,285 +10.6% 6,800 +8.2%

ストック比率 52.0% 53.9% +1.9pt 55.0% +1.1pt

チャーンレー
ト

5.0% 3.4% ▲1.6pt 3.4% 0.0pt

デジタル
マーケ

ストック金額 1,096 1,377 +25.6% 1,510 +9.7%

ストック比率 31.7% 38.1% +6.4pt 37.9% ▲0.2pt

チャーンレー
ト

9.4% 8.6% ▲0.8pt 8.0% ▲0.6pt

ECクラウド

ストック金額 1,428 1,925 +34.8％ 2,100 +9.1%

ストック比率 67.0% 79.2% +12.2pt 78.9% ▲0.3pt

チャーンレー
ト

6.8% 9.0% +2.2pt 8.0% ▲1.0pt
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ITソリューション事業のセグメント業績
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売上高170.7億円（前期比+4.8%）、売上総利益65.6億円（前期比+5.3%）

65.4 71.3 78.9 

22.3 20.6 
22.8 

28.7 
37.6 

40.8 
26.6 

33.3 
28.0 

25/3期 26/3期 27/3期計画

25/3期 26/3期 27/3期計画 前期比

売上高 143.3億円 163.0億円 170.7億円 +4.8%

売上総利益 56.5億円 62.2億円 65.6億円 +5.3%

利益率 39.4% 38.2% 38.4% —

IT機器

ITクラウド

サービス

ITパッケージ

セキュリティ・

インフラ構築

◼ サブセグメント別売上高

（億円）

単位：百万円 2025年3月期 2026年3月期 前年比
2027年3月期

計画
前年比

ＩＴクラウド
サービス

ストック金額 2,793 3,477 +23.4％ 3,726 +8.1％

ストック比率 97.0％ 91.5％ ▲5.5pt 91.1％ ▲0.4pt

チャーンレート 6.5% 9.1% +2.6pt 7.6% ▲1.5pt

ＩＴパッケージ

ストック金額 1,578 1,737 +10.1% 1,787 +2.8％

ストック比率 70.5％ 84.1% +13.6pt 78.2％ ▲5.9pt

チャーンレート 11.5% 12.6% +1.1pt 9.9% ▲2.7pt

セキュリティ・インフ
ラ構築

ストック金額 3,175 3,236 +1.9％ 3,291 +1.7％

ストック比率 48.5％ 45.4％ ▲3.1pt 41.7％ ▲3.7pt

チャーンレート 8.1% 9.1% +1.0pt 10.0% +0.9pt
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2027年3月期 1Q決算ハイライト
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13

27/3期 1Q

ITソリューション
事業

売上高 85億円 経常利益 億円（前期比 +8.8%） （前期比▲1.5%）

• 1Qの経常利益は前年同期比では減益となったものの、 1Q計画12.2億円（計画比＋7.5％）を達成

ECソリューション
事業
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26/3期

1Q

27/3期

1Q

売上高 経常利益

上期は計画通り順調に推移

• 売上高：46億円（前期比+7.9%）
売上総利益：19億円（前期比+2.4%）で増収増益

• ECクラウドサービス売上高：4.7億円（前期比+45.9%）
ストック収益が拡大し、収益基盤を強化

• メグリとのシナジーとAI活用で次世代コマース領域を拡大

• 売上高：39億円（前期比+9.9%）
売上総利益：15億円（前期比+12.6%）で増収増益

• IT機器売上高：7.9億円（前期比+11.2％）
企業のIT投資需要があり好調、セキュリティ分野への提案を拡大し、収益機会の創出

• SCS評価制度（2026年度末頃）を見据え、セキュリティ関連の引き合いが増加

◼ 連結売上高・経常利益の推移

（億円）
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ECソリューション事業：1Q業績
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売上高46.2億円（前期比+8.8%）、売上総利益19.0億円（前期比+2.5%）

25/3期1Q 26/3期1Q 27/3期計画1Q 前期比

売上高 39.7億円 42.8億円 46.2億円 +8.8%

売上総利益 16.5億円 18.5億円 19.0億円 +2.5%

利益率 41.7% 43.3% 41.1% —

26.9 28.2 29.6

8.1
9.0 8.5

4.7
5.5

8.0

25/3期

1Q

26/3期

1Q

27/3期

1Q

ECクラウド

サービス

デジタル

マーケティング

ECサイト構築

◼ サブセグメント別売上高

（億円）

単位：百万円
2025年3月期

1Q
2026年3月期

1Q
前年比

2027年3月期
1Q

前年比

Ｅ Ｃ 構 築
（ 新 規 ）

新規本数 7件 9件 +28.6% 6件 ▲33.3%

平均単価 33 42 +27.2% 42 0.0%

Ｅ Ｃ 構 築
（ 既 存 ）

１案件当たり
の平均単価

3,185千円 3,347千円 +5.1% 3,234千円 ▲3.4%

ストック金額 1,386 1,515 +9.3% 1,677 +10.7%

ストック比率 51.2% 53.3% +2.1pt 58.3% +5.0pt

チャーンレー
ト

2.5% 5.4% +2.9pt 1.0% ▲4.4pt

デジタル
マーケ

ストック金額 211 306 +45.0% 362 +18.3%

ストック比率 26.0% 34.0% +8.0pt 42.6% +8.6pt

チャーンレー
ト

4.8% 2.6% ▲2.2pt 4.9% +2.3pt

ECクラウド

ストック金額 354 443 +25.1% 684 +54.4%

ストック比率 75.3% 80.5% +5.2pt 84.5% +4.0pt

チャーンレー
ト

2.7% 1.9% ▲0.8pt 2.8% +0.9%
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ITソリューション事業：1Q業績
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売上高39.5億円（前期比+9.9%）、売上総利益15.3億円（前期比+12.6%）

14.8 15.0 
16.3 

6.3 
8.7 

9.7 
5.7 

7.1 
7.9 

4.2 5.0 5.5 

25/3期

1Q

26/3期

1Q

27/3期

1Q

IT機器

ITクラウド

サービス

ITパッケージ

セキュリティ・

インフラ構築

◼ サブセグメント別売上高

（億円）

25/3期1Q 26/3期1Q 27/3期計画1Q 前期比

売上高 31.2億円 35.9億円 39.5億円 +9.9%

売上総利益 12.4億円 13.6億円 15.3億円 +12.6%

利益率 39.9% 37.8% 38.7% —

単位：百万円
2025年3月期

1Q
2026年3月期

1Q
前年比

2027年3月期
1Q

前年比

ＩＴクラウド
サービス

ストック金額 615 829 +34.8％ 917 +10.6％

ストック比率 96.5％ 94.7％ +1.8pt 94.2％ ▲0.5pt

チャーンレート 5.9% 9.0% +3.1pt 7.6% ▲1.4pt

ＩＴパッケージ

ストック金額 287 429 +49.6％ 452 +5.4％

ストック比率 67.9％ 84.6％ +16.7pt 81.8％ ▲2.8pt

チャーンレート 8.3% 10.2% +1.9pt 9.9% ▲0.3pt

セキュリティ・インフ
ラ構築

ストック金額 790 794 +0.6％ 822 +3.5％

ストック比率 53.2％ 53.0％ +0.2pt 50.2％ ▲2.8pt

チャーンレート 13.6% 10.6% ▲3.0pt 10.0% ▲0.6pt



ＥＣソリューション事業

今後の事業展開
AIによる利益率改善 × 売上成長 × リカーリング拡大 ― 利益成長ストーリー

Investment Thesis ／ AIと利益成長 ／ OMOと企業価値 ／ B2B ／ 収益構造・確認ポイント・ロードマップ

copyright © SOFTCREATE HOLDINGS CORP. All Rights Reserved. 19



I N V E S T M E N T  T H E S I S

AI時代におけるecbeingの利益成長ストーリー

AI駆動開発 →
開発効率向上 → 原価率改善 ＋ キャパシティ拡大 → 売上成

長

Commerce AI →
ゼクスタント・AIデジタルスタッフ等のAIプロダクト売上

増加

MGRe（OMO） → アプリ×EC統合によるリカーリング収益増加

B2B成長 → 高利益率・低解約率案件の増加

データ統合 →
利用するほど提案精度が向上 → 継続利用価値・顧客LTV向

上

→

営業利益率向上

▼

EPS成長

▼

企業価値向上

5つの成長ドライバーが営業利益率とEPSを押し上げ、企業価値向上へ。

copyright © SOFTCREATE HOLDINGS CORP. All Rights Reserved. 20



M A R K E T  E X P A N S I O N

市場そのものが広がる ― EC構築からAgentic Commerceへ

EC構築市場

サイト構築・

リニューアル

→

Commerce

Platform市場

マイクロサービス

OMO・アプリ
→

Commerce

AI市場

AI分析・AI接客

AI駆動開発

→

Agentic

Commerce市場

AIエージェント

経由の購買

事業ドメインの拡張とともにTAMは拡大し続ける。Agentic Commerce時代も「代替」ではなく二極化 ― 当社
は両方の売場にひとつの基盤で立つ。

copyright © SOFTCREATE HOLDINGS CORP. All Rights Reserved. 21



P R O F I T A B I L I T Y  D R I V E R S

AIが利益率を改善する4つの経路

開発効率

設計・製造へのAI適用で原価率が低

下し、売上総利益率を改善

テスト効率

AIによるテスト自動化。品質向上と

手戻り削減で原価をさらに圧縮

外注費削減

外部委託していた工程を内製化し

、外注費率を低減

案件対応キャパシティ

同じ人員でより多くの案件を消化

。機会損失を解消し増収余地に

AI駆動開発により、開発・テスト効率、外注費率、一人当たり粗利、案件対応キャパシティを継続的に改善
。これらの先行KPIの改善を通じて、中期的な売上総利益率・営業利益率の段階的改善を目指す。

copyright © SOFTCREATE HOLDINGS CORP. All Rights Reserved. 22



D E M A N D  S T R U C T U R E

大手顧客が求める差別化 ― AI駆動開発が構造を変える

従来の構造（懸念の前提）

• パッケージは「高い・時間がかかる」

• 差別化したくても標準機能のSaaSで妥協

• 工数が減れば売上も減る（人月精算の前提）

「差別化したいのに、できない」というジレンマ

→

AI駆動開発後の構造

• スピーディ&リーズナブルに自社ならではの体験

を実現

• カスタマイズ需要が拡大し、キャパ解放＝増収に

直結

• 価格は価値ベース。差別化領域ではSaaSより有利

パッケージ×AI駆動開発が差別化ニーズの最適解に

大手顧客の差別化ニーズ × 弱点の解消。AI駆動開発は、パッケージを本業とする当社への追い風。
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A I  A S  T A I L W I N D

3つの懸念に、正面からお答えします

懸念  ①

AI駆動開発で工数が減れば、受託売上は縮小する

のではないか →

回答

縮小しない。価格は人月精算ではなくパッケージ＋価値ベース。効率化は顧客価

値向上と受注キャパ拡大に回り、引き合い超過の中でキャパ解放＝増収に直結。

（詳細：P.23）

懸念  ②

Agentic Commerce時代に、ECサイト自体が不要に

なるのではないか →

回答

代替ではなく二極化。ACP/UCP対応で「AIが買いに来る売場」を新チャネルとし

て取り込み、「人が買いに来る売場」は体験型ECへ進化させる。

懸念  ③

AI企業・SaaSに代替されるのではないか
→

回答

むしろ逆。顧客から「AIに強い会社」であり「AIを事業成果に転換できるパート

ナー」と評価いただいている。（詳細：P.25）

AIは①コスト構造 ②供給能力 ③製品競争力 ④新市場の4つの経路で当社の追い風（次頁以降で詳述）。
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C O M M E R C E  A I

AIが「売り物」に ―「AIに強い会社」と評価される理由

ゼクスタントAI

「分析は、対話する時代へ」。一晩かかった分析

が数分で完了し、分析→施策実行まで一気通貫。

未導入企業にも外販し新規顧客を創出

AIデジタルスタッフ

チャットボット・AI検索で顧客インターフェース

を刷新。自治体などEC以外にも導入が拡大

評価の構造

基盤とデータを託されている×製品開発力×ソリュ

ーションする人材。進化するAIの恩恵を「製品に

活用できる形」で提供

AIは原価削減だけでなく売上をつくる製品に。「AIを事業成果に転換できるパートナー」として選ばれる存
在に。

Commerce OS：ページ編集／商品情報拡張／問い合わせ対応／対話の4エージェントで運営業務を自動化。ecbeing forumでも大反響。
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D A T A  I N T E G R A T I O N

AIで重要なのはデータ ― 当社は主要データを顧客から託されている

ecbeing
ゼクスタント

グループの頭脳 AIで分析し行動へ

EC行動データ

会員・購買データ

visumo
写真・動画

ReviCo
レビュー

MGRe
リアル店舗データ

AIデジタルスタッフ
顧客IFを刷新

CRM施策・商品開発

管理画面
運営者UX向上

グループの各システムで主要データを託され、熱量ある非構造化データまで統合し行動に変える。この統合
力こそ「戦略的パートナー」であり得る理由。
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M G R E  /  O M O

メグリ買収 ― 企業価値向上のサイクル

投資判断は、メグリ単体のPL（経常2,000万円規模）ではなく、売上150億円のecbeingセグメントへの波及で。 メグリの安定SaaS基盤 × ecbeingの開発リソー
ス・エンタープライズ営業網で、ECからOMOへ事業ドメインを拡張。

投資

（M&A・開発）
→ クロスセル → ARR増加 → LTV増加 → 投資回収 → 利益成長

サイクルはすでに回り始めている（実績）：大手流通企業で1億円規模のアプリ×EC統合案件を受注済み／ecbeing上位顧客30社のうち来期までに7社導入見込

み（確度A/B/C管理）。中堅企業にはメグリSaaS×マイクロサービスで導入しやすい価格帯を提供し、月次リカーリングを獲得。

月額課金のARRが毎年積み上がる構造のため、時間の経過とともに投資回収が加速し、利益成長へ転化する。

KPI：エンタープライズ案件数／既存顧客の追加単価／ARR（双方向クロスセル：メグリ顧客へのマイクロサービス展開も新規開拓の入口に）
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S Y N E R G Y  &  G O O D W I L L

シナジーの定量イメージと、のれん償却の考え方

3.4億円/年
新規ストック収益

年間受注10件（大型2件＋標準8件）

約7億円
大型1件のLTV

初期1億円＋月額1,000万円×60か月

約20億円
年間コホート5年LTV

M&A対価との対比で投資効率を提示

16億円
5年後の年商規模

ecbeingセグメント売上の約1割に相当

のれん償却：計上額18億円／償却年数5年／年間償却費3.6億円。償却は会計上の費用配分であり、経済実態はストック収益の積み上がりで評価いただきたい

（KPIモニタリングで減損リスクを管理）。

今期：パイプライン形成 → 来期：通期寄与とクロスセルの刈り取り。
※上記は現時点の計画値・目標値であり、確定した業績見通しではありません。
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B 2 B :  W H Y  E C  S P E C I A L I S T

ERPは「守り」、ECは「攻め」― 餅は餅屋

ERP（守りのシステム）

• 目的＝社内最適。役割＝「記録・管理」

• 正確性・統制・堅牢性が強み

• 限界：インターネット公開に不向き、UI変更が困難

、個別価格・見積など複雑なB2B取引に柔軟対応で

きない

基幹ベンダーとは競合ではなく補完関係（API連携）

→

EC（攻めのシステム）＝当社の領域

• 目的＝顧客最適。役割＝「顧客に選ばせる」

• フロントの自由度・API連携・拡張性・Web前提設

計

• 成否は「得意先が迷わず発注できるか」― 使いや

すさが利用率と売上を決める

顧客を離脱させないUI/UXノウハウがEC専業のコアスキル

業務効率化はスタートライン、真の目的は営業拡大。B2Cで培った「攻めのノウハウ」を持ち込めるのが当社。

copyright © SOFTCREATE HOLDINGS CORP. All Rights Reserved. 29



B 2 B  E C O N O M I C S

B2Bは、利益率を下げない成長市場

利益率

高付加価値の営業拡大型案件が中

心で、粗利率はB2Cと遜色なし（

※B2B/B2C別データで実証）

継続率

取引基盤は日々の受発注に組み込

まれ、解約率が構造的に低い（※

継続率データで実証）

業務定着性

基幹連携の深さと個別価格・与信

・承認フローが顧客の日々の業務

に定着し、継続利用価値が高い

AI購買との親和性

定型的・ルール化しやすいB2B購買

は、Agentic Commerceが最も早く立

ち上がる領域

事例：コニカミノルタ様（ハイブリッド営業）／因幡電機産業様（電設業界のサプライチェーンDX）／キーコーヒー様（B2C×B2B相乗）。建築・繊維・電材・商社

など業界別DXノウハウを蓄積し、業種特化型B2Bを確立。

売上比率の上昇（※推移データ掲載）が、利益率・リカーリングの質を高めながら進む。
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R E C U R R I N G  &  R E T E N T I O N

リカーリング収益と顧客維持の構造

17年連続
シェアNo.1

中堅・大手EC構築市場

1,600+
導入サイト

26年分の運用ノウハウ

1.6兆円
年間流通総額

顧客の事業成長とともに拡大

52.3%
ストック比率

維持と拡大の仕組み：経営層〜現場層の「面の関係構築」と重点顧客への半常駐体制／二層構え（差別化志向＝ecbeing⇔標準化志向＝メルカート）で成長段階が

変わってもグループ内でLTVを最大化／高難易度のエンタープライズ統合・老朽化対策案件（大正製薬様・テレビ東京様等）が高付加価値の案件ミックスを形成／

マイクロサービスが未導入企業への入口となり本体クロスセルへ

データ統合力が長期パートナーシップの基盤。蓄積された統合データと「仕事の型」により、利用するほど
提案精度が高まる。
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H O W  T O  T R A C K  O U R  P R O G R E S S

利益成長ストーリーの確認ポイント

AI駆動開発は、単独で「利益率を何％押し上げる」と見るものではなく、開発生産性・収益の質・成長領域への対応力を高める構造改革。 その成果は、既

存の業績指標と事業進捗の中で確認していく。

生産性の改善

• 開発・テスト効率の向上

• 外注依存度の低下

• 手戻り・品質コストの抑制

• 同じ体制で対応できる案件領域の拡大

収益の質の向上

• リカーリング収益の積み上げ

• 既存顧客への追加提案

• OMO・マイクロサービスの拡大

• 長期取引による安定収益の確保

成長領域の拡大

• AIプロダクトの販売拡大

• B2B EC案件の増加

• アプリ×EC×店舗の統合案件

• Agentic Commerceへの対応

「利益成長を継続的にフォローしたい」に応える情報提供へ。各指標の実績・進捗は決算説明の中で継続的
にご報告。
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ＩＴソリューション事業

今後の事業展開
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セキュリティビジネスを取り巻く環境

34

大手飲料メーカー
2025年9月〜

想定特損 90億円

業務停止 2～4か月

情報流出 11万5,000件

大手通販企業
2025年10月〜

大手出版企業
2024年6月〜

特損 52億円

業務停止 2か月以上

情報流出 74万件

特損 36億円

業務停止 2か月

情報流出 25万件

中小企業
143件被害件数

226件

大企業
64件

団体等
19件

出典：警察庁「令和7年（2025年）におけるサイバー空間をめぐる脅威の情勢等」、BBC, Reuters, アスクル公式, ITmedia, 各社発表

一度の攻撃が巨額の損失と数か月の事業停止に直結。
被害はサプライチェーンを通じ取引先へ連鎖し、セキュリティ投資は事業継続の前提条件となっている。

主要インシデント事例

もはや他人事ではない - 日本の大企業が次々と被害に

2025年国内ランサムウェア被害件数
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SCS評価制度について

35

2026年度末頃開始予定 経済産業省推進「セキュリティ対策評価制度」

※ 出典：経済産業省「サプライチェーン強化に向けたセキュリティ対策評価制度構築に向けた中間取りまとめ」（2025年4月）

▍サプライチェーン企業のセキュリティ対策評価制度

★3 三つ星

一般的な
サイバー攻撃

（脆弱性の悪用、
マルウェアなど）

最低限の防御策と
体制整備

自己評価
（25項目）

★4 四つ星

サプライチェーン
全体への影響
（情報漏洩、
業務停止など）

組織的・継続的な
対策（PDCA）

第三者評価
（44項目）

★5 五つ星

高度で未知の攻撃
（標的型、ゼロデイ、

国家レベル）

リスクベースで
合理的な対策を
継続的に実施

第三者評価
（100項目以上、今後検討）

想定される
脅威

対策の
基本的な考え方

評価スキーム

⚫ サプライチェーン全体での底上げを通じた経済・社会全体のサイバーレジ

リエンスの強化

⚫ サイバー攻撃への備えのある企業等への適切な評価

⚫ セキュリティ製品やサービスの市場拡大・競争力向上（中長期）

社会全体
での効果

⚫ 取引先に求めるセキュリティ対策の内容や水準の決定や、実施状況の把握

が容易・適切になる

⚫ 取引先におけるセキュリティ対策の適切な実装により、サプライチェーン

に起因する自社セキュリティリスクの低減

発注企業
への効果

⚫ 自社がどの程度のセキュリティ対策を実施するべきか明確になる。

⚫ 発注企業等に対して、セキュリティ対策に係る説明が容易になる。

⚫ 対策に要する費用や効果の可視化

⚫ セキュリティサービスの標準化による選択肢拡大やコスト低減（中長期）

受注企業
への効果

▍制度の目的

取引先からの信頼を獲得 制度対応で競争優位を確保インシデント対応力の強化
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AIビジネス

36

セキュアAI活用基盤

セキュリティ×利用拡大

メニナルAI

対話型AIアシスタント

業務効率化

Safe AI Insights

AIデータ分析

データ活用

AI開発サービス

AI導入・開発支援

ソリューション提供

社内から生成AIを安全に利用する
ゲートウェイ。情報漏えいを防ぎ、
企業のAI導入を後押し

データ連携の運用・メンテナンス
負荷を自動的に削減し、BIやAIが
活用しやすいデータ基盤を提供す
るエンジン。

社内ナレッジと連携し、業務の
質問対応や文書作成を自動化。
生産性向上を実現。

個別要件に応じてAIを設計・開
発・導入し、継続的な受注機会を
創出。

成長するAI市場を捉える当社の製品・サービス

市場規模（2024年）

1.34兆円

市場規模（2029年予測）

4.19兆円

年平均成長率
（2024年-2029年 CAGR）

25.6％
拡大する国内AI市場

出典：IDC Japan「国内AIシステム市場予測、2024–2029年」（2025年5月）

この高成長市場の需要を
取り込む中核事業
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株主還元
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株主還元

・中間配当と期末配当の年2回の配当が基本方針

・目標配当性向を40%

・保有株式数に応じて、中間と期末の年2回QUOカードを進呈

・2年以上保有の株主様には長期保有優待も対象

・2023年1月10日の株式分割公表に合わせ、優待内容を拡充

5 7.5 10 12.5

24 27.5 31 31

5
7.5

10
12.5

24
27.5

31 31

10
15

20
25

48

55

62 62

20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期

期末配当額

中間配当額

基準日
優待施策概要

必要株式数 拡充前*1
拡充後QUOカード

(年間)
長期保有優待

(期末のみ)

3月末日
(期末)

・
9月末日

(中間期末)

100株以上 ― 1,000円分 ―

200株以上 1,000円相当 2,000円分 ―

600株以上 2,000円相当 3,000円分 500円分

1,800株以上 3,000円相当 4,000円分 1,000円分

3,000株以上 4,000円相当 5,000円分 1,500円分

4,200株以上 5,000円相当 6,000円分 1,500円分

6,000株以上 6,000円相当 7,000円分 2,000円分

（円）

◼年間配当額 ◼株主優待施策

配当と株主優待を継続的に実施し、株主還元を重視

目標配当性向引き上げ

30%→40%

24/3期

*1｜株式分割前の保有株式数に当てはめた金額。

配当金と優待

38
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本資料についてご注意

39

本資料は、2027年3月期の業績および今後の業績見通し、経営戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、
当社が発行する有価証券の投資勧誘を目的とするものではありません。
本資料に掲載されている当社グループの将来予想に関する事項は、現時点における情報に基づき判断したも

のであり、予想に内在する不確定要因や今後の事業運営における状況変化等により変動することがあります。
なお、いかなる目的であれ、本資料を無断で複製または転送等を行わないようお願いいたします。
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沿 革

1983年にパソコンショップとして設立

1999年以降はECとITの2領域で事業を展開

パソコンショップ
ソフトクリエイト
渋谷店開店

1983年5月
2012年9月

ネットワーク構築
保守サービス開始

1993年4月

ECサイト
構築パッケージ
｢ec-shop｣販売開始
（現｢ecbeing｣）

1999年10月

2005年11月

2024年2月

2026年3月

連結子会社化

2017年9月

2019年2月

2011年10月

2023年3月

2020年4月

2009年3月

2016年12月

子会社エイトレッド
東証マザーズへIPO

2024年12月

子会社visumo
東証グロースへIPO
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が選ばれる

5つの理由
我々の強みは21年間、製販一体で積み上げてきた

Eコマース構築だけではない、お客様eビジネスをパート

ナーとして一緒に作ってきた

1,600サイトの中堅大手構築の成功事例です。

製品力、個別対応力、技術に強い

24時間365日のサポート体制、マーケティングとの融合、

マイクロサービスの総合力によって

実現してきました。

それを可能としているのが、開発650名、

マーケティング300名、営業、データセンターの人材です。

1,600の実績とノウハウが結集

ecプラットフォーム

自動バージョンアップする

最新トレンド機能

大手企業からも採用された

信頼のセキュリティ＆品質

EC事業成長を共にサポート

国内最大の体制

販促支援で売上UP

マーケティング支援
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インフラサービス
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自社運用のEC専用インフラサービス
自社社員による緊急時の24時間対応が可能

ECサイト特有のトラフィック傾向を知り尽
くした当社だからできるネットワーク制御
やサーバーの負荷調整により、安定したEC
サービスを提供します。

クラウド環境だからこそ安全でスケーラ
ブルな高可用性 Webフロントエンドを提
供できます。万が一の災害にも安心です。

EC専用インフラ 優れた拡張性

24時間365日の運用監視によるスピー
ディーな対応。障害時にはお客様側で手
のかかる一次切り分け作業が不要となり
ます。

24時間365日常駐サポート

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

繁忙期は

インフラ強化

ecbeingではECサイトの運営に特化したインフラ環境を、
安定性とセキュリティの信頼性が高いクラウド環境に構築し、自社運用しております。

24時間365日自社社員によるサポートや、最新の技術を利用したクラウド環境により
ECサイトの安定稼働・高負荷対策・セキュリティ対策を実施しております。
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セキュリティ

44

ecbeingはセキュリティを最優先に考えています。「組織・環境」「インフラ」「システム / セキュリティ」「監査」の

4つの軸をもとにした多層的なセキュリティ対策を実施し、安心・安全なEC運営環境を提供します。

ecbeingは “セキュリティファースト”

組織・環境 インフラ

ISMS認証を取得(登録番号：IS97670)

データセンタ接続専用のセキュリティルーム

を設けるなど、データをセキュアに取り扱う

環境を整備。

インフラを構成する各レイヤーで重畳な対策

を実装。24時間365日の運用監視で有事の対応

もスピーディーに対応。

監査 システム

各工程で会社基準を満たすか審査する品質審査

部門。出荷前チェックを行うシステム監査部門。

WAFによる不審アクセスのチェック、VPNの

利用状況確認等を行うセキュリティ部門が、

能動的サイバー防御を実践しています。

フロント・管理画面共に、政府が推奨する多数の

セキュリティ施策を参考に機能を実装。情報漏え

いや改ざんを防ぎます。

組織・環境

インフラ

Infrastructure

監査

Inspection

大手企業様にも安心してご導入いただいています。

システム /
セキュリティ

System /
Security

4軸の多層的な対策

Environment
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シングルサインオンで安全・快適に！

クラウド上でシステムのID管理を一括で！
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AIビジネス

運用イメージ

「仕事でも安心して使えるAI」として企業・団体での利用と安全性に
こだわった生成AIです。
自社にあるファイル、データ、システムをシームレスに学習し、
何でも知ってる優秀なアシスタントとして業務をサポートします。
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AI注力ビジネス「メニナルAI」
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メニナルAIとは

熟練技術者がおこなっている

“工程全体を見渡し、流れをふまえた判断”を

再現する自律型AIシステム

時系列データの統合

静止画・動画・センサーデータを
統合し、工程の文脈を把握

熟練者の“目”を再現

現場の状況を深く理解し、
的確な判断をサポート

判断の補完

従来AIでは難しかった
“工程の流れ”を理解し判断

開発背景

製造業の熟練者の退職・人手不足の深刻化

従来AIの限界

工程判断や暗黙知の属人化、技術ギャップの拡大が深刻化。

現場の安定運用と品質維持には熟練者の“目”と“経験”が頼り。

従来のAIでは、静止画や単一工程などの

瞬間の認識にとどまり、

作業の流れや前後関係を理解できない。
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